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令和４年２月臨時会及び令和４年３月定例会が開催されました
　令和４年２月臨時会は、２月14日の１日の会期で開催され、付議された案件は、令和３年度一般

会計補正予算議案（第11号及び第12号）など４件で、原案可決、同意としました。

　令和４年３月定例会は、２月24日から３月23日までの28日間の会期で開催しました。

　今定例会に付議された案件は、令和４年度一般会計当初予算及び各特別会計予算議案、令和３年

度一般会計補正予算議案（第13号及び第14号）など37件で、それぞれの議案を原案可決、同意及び適

任と認めるとし、意見書１件を原案可決、決議１件を原案可決、陳情３件のうち２件を継続審査、

１件を不採択とし、意見書は国会及び関係行政庁へ送付しました。

令和４年度一般会計当初予算原案可決令和４年度一般会計当初予算原案可決
予算総額５０９億３千万円（前年比２. ４％減）予算総額５０９億３千万円（前年比２. ４％減）

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、
１

月
に
市
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、「
骨
格
予
算
」
と
し
て

編
成
さ
れ
、
人
件
費
、
扶
助
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
に
加
え
、
総
合

計
画
の
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け

た
取
組
と
し
て
、
継
続
事
業
や
工

程
上
年
度
当
初
か
ら
着
手
す
る
こ

と
が
必
要
な
事
業
等
を
計
上
し
て

お
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
０

９
億
３
千
万
円
で
前
年
度
当
初
予

算
と
比
べ
、
２
・
４
％
減
と
な
る
。

　
政
策
的
な
判
断
を
要
す
る
経
費

や
新
規
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、

「
肉
付
け
予
算
」
と
し
て
、
６
月

補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
保
険
給
付
費
、
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
及
び
保
健
事
業
費

な
ど
を
計
上

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
及
び
保
健
事
業
費
な
ど
を
計

上▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
保
険
給
付
費
及
び
地
域
支
援
事

業
費
な
ど
を
計
上

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
水
道
事
業

会
計
予
算

（
全
会
一
致
可
決
）

　
管
路
整
備
事
業
、
水
道
施
設
更

新
事
業
、
水
管
橋
点
検
業
務
委
託
、

漏
水
調
査
の
実
施
に
要
す
る
経
費

な
ど
を
計
上

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
下
水
道
事

業
会
計
予
算（

全
会
一
致
可
決
）

　
汚
水
整
備
事
業
、
雨
水
整
備
事

業
、
処
理
場
改
築
更
新
事
業
の
実

施
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上

当
初
予
算
関
係

３
月
定
例
会
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市税
繰入金
繰越金

小計
地方交付税
国庫支出金
県支出金
市債

小計
　　　　合　　計

市税
繰入金
繰越金

小計
地方交付税
国庫支出金
県支出金
市債

小計
　　　　合　　計

その他
（使用料、手数料など）
その他
（使用料、手数料など）

その他
（地方譲与税、地方消費税交付金など）
その他
（地方譲与税、地方消費税交付金など）

10,619,100
3,742,762
600,000

10,619,100
3,742,762
600,000

18,444,088
12,700,100
9,007,331
5,731,432
1,494,300

32,485,912
50,930,000

18,444,088
12,700,100
9,007,331
5,731,432
1,494,300

32,485,912
50,930,000

3,482,2263,482,226

3,552,7493,552,749

諸支出金諸支出金

公債費公債費災害復旧費災害復旧費

教育費教育費

消防費消防費

土木費土木費

商工費
農林
水産業費
農林
水産業費

衛生費衛生費
労働費労働費

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）

民生費民生費

総務費総務費

予備費予備費 議会費議会費

歳

　
　
　入

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
　　　　　　合　計

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
　　　　　　合　計

283,034
5,756,096
22,229,388
2,846,500
59,899

3,074,968
759,207
2,352,029
1,412,835
4,211,861
383,707
4,631,165
2,829,311
100,000

50,930,000

283,034
5,756,096
22,229,388
2,846,500
59,899

3,074,968
759,207
2,352,029
1,412,835
4,211,861
383,707
4,631,165
2,829,311
100,000

50,930,000

歳

　
　
　出

歳  出
509億
3千万円
509億
3千万円

令和4年度当初予算内訳

県支出金県支出金

国庫支出金国庫支出金

市債市債

その他その他

その他その他

地方交付税地方交付税

繰越金繰越金

繰入金繰入金

市税市税

歳  入
509億
3千万円
509億
3千万円

自主財源自主財源

依存財源依存財源

令和４年度　各会計別当初予算額前年度比較� （単位：千円）

会　計　名 予算額 前年度比

一般会計予算 50,930,000 2.4％減

国民健康保険事業特別会計予算 11,299,806 3.2％減

後期高齢者医療特別会計予算 1,494,877 7.7％増

介護保険事業特別会計予算 11,913,802 0.9％増

公
営
企
業
会
計

水道事業会計予算

収益的収入 1,817,641 2.2％減

収益的支出 1,605,702 2.9％減

資本的収入 32,904 35.1％減

資本的支出 989,753 11.9％増

下水道事業会計予算

収益的収入 913,729 6.9% 減

収益的支出 861,530 5.6% 減

資本的収入 325,179 61.2% 増

資本的支出 679,487 16.3% 増
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○
が
ん
ば
る
畑
作
応
援
事
業

　
国
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し

た
施
設
整
備
、
機
械
整
備
を
支
援

し
、
本
市
農
業
の
一
層
の
発
展
や

農
家
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め

の
経
費

１
億
８
２
４
万
円

○
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対
策

事
業

　
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
（
鹿
児
島
県
開
催
）
に
向
け
た

出
品
に
対
す
る
支
援
や
対
策
、
機

運
醸
成
を
図
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

う
た
め
の
経
費

４
千
２
２
６
万
円

令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
主
な
事
務
事
業

○
ス
ポ
ー
ツ
交
流
推
進
事
業

　
令
和
５
年
度
に
開
催
さ
れ
る

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・

か
ご
し
ま
大
会
」
に
向
け
た
取
組

や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
は
じ
め
、
自
転
車
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
誘
致
推
進
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
交
流
を
推
進
す
る
た

め
の
経
費

５
千
１
１
０
万
円

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業

　
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
や
各
種
大

会
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
に
よ
る

交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
行
う
た

め
の
経
費

６
千
１
３
万
円

○
漁
業
付
加
価
値
向
上
対
策
事
業

　
水
産
物
加
工
処
理
作
業
の
効

率
化
や
水
産
物
加
工
処
理
機
械

の
導
入
の
支
援
を
行
い
、
漁
業
者

の
収
益
の
向
上
や
地
域
水
産
業

の
発
展
を
図
る
た
め
の
経
費

５
千
２
７
９
万
円

○
企
業
誘
致
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
立
地
協
定
を
締
結
し
た
企
業

が
行
う
設
備
投
資
等
に
対
す
る

支
援
や
立
地
企
業
の
拡
張
に
向

け
た
工
場
用
地
の
造
成
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
の
取
組

を
進
め
る
こ
と
で
、
雇
用
機
会
の

拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
経
費５

千
３
９
２
万
円

○
医
療
的
ケ
ア
児
保
育
支
援
事
業

　
医
療
的
ケ
ア
児
が
保
育
所
等

に
入
所
希
望
す
る
場
合
、
受
け
入

れ
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
保
育
所

等
の
体
制
整
備
を
支
援
し
、
医
療

的
ケ
ア
児
の
地
域
生
活
支
援
の

向
上
を
図
る
た
め
の
経
費

１
千
５
５
２
万
円

○
保
育
所
等
感
染
拡
大
防
止
事
業

　
保
育
所
等
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
環
境
・
体
制
整
備
を
引
続
き

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・

安
心
な
保
育
等
の
提
供
を
図
る

た
め
の
経
費

４
千
５
０
万
円

○
人
材
確
保
・
担
い
手
育
成
事
業

　
新
規
学
卒
者
等
の
地
元
企
業
へ

の
就
職
率
を
高
め
る
た
め
、
地
元

企
業
の
人
材
確
保
に
努
め
、
ま
た
、

農
畜
産
業
に
お
け
る
新
規
就
農
研

修
資
金
等
の
支
援
を
行
い
、
地
域

の
農
業
の
維
持
・
発
展
を
図
る
た

め
の
経
費

６
千
５
１
６
万
円

○
ば
ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業

　「
バ
ラ
」
や
「
か
の
や
ば
ら
園
」

の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
情
報
発
信
を
行
い
、
令

和
５
年
春
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
に
向
け
、
魅
力
あ
る
ば
ら
園

と
な
る
よ
う
整
備
を
行
う
た
め
の

経
費

２
千
９
８
１
万
円

基
本
目
標
①

 

や
っ
て
み
た
い
仕
事
が
で
き
る
ま
ち

基
本
目
標
②

 

い
つ
で
も
訪
れ
や
す
い
ま
ち

基
本
目
標
③

 

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

保育所等への支援内容

対象
施設

保育所、認定こども園
放課後児童クラブ等

支援
内容

感染拡大防止対策に
係る衛生用品等購入
支援など
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○
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
困
難
に
直
面
し
て
い
る
方
々

が
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
幅
広
い
相
談
に
対
応
す
る

支
援
員
の
配
置
や
家
賃
補
助
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ

た
各
種
支
援
を
実
施
す
る
た
め

の
経
費

１
千
２
１
２
万
円

○
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
事
業

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
や
す
く

な
る
よ
う
、
検
査
費
用
の
一
部
を

支
援
し
、
感
染
の
不
安
等
を
解
消

す
る
と
と
も
に
、
早
期
発
見
に
よ

る
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
た

め
の
経
費

７
０
６
万
円

○
市
営
住
宅
改
善
・
改
修
事
業

　
入
居
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
市
営
住
宅
と
す
る
た
め
、
計
画

的
に
改
善
・
改
修
を
行
い
、
安
全

で
良
好
な
居
住
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
の
経
費２

千
７
７
６
万
円

○
防
災
・
減
災
対
策
事
業

　
災
害
の
未
然
防
止
を
目
的
と

し
た
雨
水
・
排
水
対
策
や
急
傾
斜

地
の
崩
壊
防
止
対
策
等
を
進
め
、

安
全
安
心
な
生
活
基
盤
を
構
築

す
る
た
め
の
経
費

５
億
７
千
２
６
５
万
円

○
支
え
愛
フ
ァ
ミ
リ
ー
住
宅
改

修
応
援
事
業

　
子
育
て
し
や
す
い
住
環
境
の

整
備
や
世
代
間
で
支
え
合
い
な

が
ら
生
活
す
る
多
世
代
同
居
家

族
の
形
成
、
若
年
世
代
の
確
保
等

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
各
世
代
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快

適
な
住
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
経
費

５
千
４
３
万
円

○
か
の
や
風
土
記
編
纂
事
業

　
鹿
屋
を
学
べ
る
・
語
れ
る
書

籍
「
か
の
や
風
土
記
」
を
編
纂
し
、

市
民
の
郷
土
愛
を
育
む
た
め
の

経
費

７
１
０
万
円

○
大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

事
業

　
夜
間
に
お
け
る
急
病
患
者
の

応
急
的
な
診
察
を
行
う
な
ど
、
地

域
住
民
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
大
隅
地
域
の
医
療

体
制
の
維
持
・
確
保
を
図
る
た
め

の
経
費

１
億
１
千
７
０
０
万
円

○
妊
産
婦
乳
幼
児
健
康
診
査
事
業

　
妊
婦
・
産
婦
や
乳
幼
児
の
健
康

診
査
や
訪
問
に
よ
る
相
談
・
指
導

等
を
実
施
し
、
安
心
し
て
出
産
・

育
児
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
母

子
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

た
め
の
経
費
（
視
覚
検
査
に
お
け

る
屈
折
検
査
を
新
た
に
導
入
）

１
億
３
千
８
７
０
万
円

○
交
通
安
全
対
策
事
業

　
中
央
線
や
車
道
外
側
線
の
設

置
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
ロ
ー
ド
ミ

ラ
ー
等
の
交
通
安
全
施
設
整
備
、

通
学
路
に
お
け
る
安
全
対
策
を

行
い
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
る

た
め
の
経
費

４
千
８
４
万
円

○
環
境
対
策
推
進
事
業

　
ご
み
減
量
化
・
地
球
温
暖
化
対

策
な
ど
の
啓
発
活
動
、
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
等
に
よ
り
自
然
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
ま
た
、
鹿
屋
市
畜
産
環
境
セ

ン
タ
ー
利
用
農
家
の
自
己
処
理

施
設
の
整
備
促
進
等
に
よ
る
畜

産
環
境
対
策
を
推
進
す
る
た
め

の
経
費

３
億
７
千
８
３
０
万
円

基
本
目
標
④

 

未
来
に
つ
な
が
る
住
み
よ
い
ま
ち

基
本
目
標
⑤

と
も
に
支
え
あ
い
、
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

住宅リフォーム補助事業

対象世帯 補助率（限度額）

子育て世帯・高齢者世帯 20％（20万円 )

定住世帯 30％（30万円 )

一般世帯 15％（20万円 )

ＰＣＲ検査費用の支援

対象
検査を希望する無
症状の市民

支援
内容

検査費用の３分の２
（上限１万５千円）

外科夜間診療の開始

診療内容
小児科・内科・外科の応急
的な処置

診療日
時間

毎日（年中無休）
午後７時から翌日の午前
７時
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（予算委員会での審査の様子）（予算委員会での審査の様子）

補
正
予
算
関
係

○
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
た

事
業
の
ほ
か
、
各
種
基
金
へ
の
積

立
、
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額

等
を
中
心
に
編
成

○
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
14
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
長
期
化
す
る
中
、
事
業
者

支
援
や
感
染
防
止
策
、
市
民
生
活

支
援
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な

経
費
を
計
上

○
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
令
和
２
年
度
療
養
給
付
費
等

確
定
に
伴
う
普
通
交
付
金
等
の

精
算
返
還
、
国
民
健
康
保
険
財
政

運
営
の
た
め
国
民
健
康
保
険
基

金
へ
の
積
立
に
よ
る
増
額
等

○
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の
確

定
に
伴
う
増
額
及
び
決
算
繰
越

金
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
出
等

○
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）（

全
会
一
致
可
決
）

　
保
険
給
付
費
及
び
地
域
支
援

事
業
の
決
算
見
込
に
伴
う
補
正
、

介
護
保
険
基
金
へ
の
任
意
積
立

等○
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
令
和
３
年
度
水
道
事
業
の
決

算
見
込
み
に
伴
う
補
正

○
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
令
和
３
年
度
下
水
道
事
業
の
決

算
見
込
み
に
伴
う
補
正

令和３年度　各会計別補正予算額 （単位：千円）

会　計　名 補 正 額 補正後の予算総額

一般会計補正予算（第13号） 1,959,333 62,808,936

一般会計補正予算（第14号） 130,300 62,939,236

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 211,543 11,883,635

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 10,218 1,398,702

介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 98,981 11,903,434

水道事業会計補正予算
（第１号）

（消費税込）

収益的収入 21,787 1,880,052

収益的支出 △ 48,397 1,605,057

資本的収入 △ 8,700 42,024

資本的支出 △ 28,000 856,679

下水道事業会計補正予算
（第１号）

（消費税込）

収益的収入 8,000 988,954

収益的支出 △ 3,529 909,422

資本的収入 △ 3,480 198,206

資本的支出 △ 2,000 582,492
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３月定例会　その他の上程議案・採決結果
議　案　名 概　　　要 結　　果

（※施行日）

鹿屋市再編交付金事業基金条例の
一部改正について 

再編関連訓練移転等交付金を加えて基金運用を

行いたいので、所要の規定の整備を行うもの

全会一致可決

( 公布の日 )

鹿屋市個人情報保護条例の一部改
正について 

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整

備に関する法律の施行に伴い、所要の規定の整

理を行うもの

全会一致可決

(令和4年4月1日)

鹿屋市有給吏員恩給条例等の廃止
について

恩給等受給権者の支給が終了し、今後、支給の

見込みがないことから関係条例を廃止するもの

全会一致可決

( 公布の日 )

鹿屋市消防団員の定員、任免、給
与、服務等に関する条例の一部改
正について

消防組織法第37条の規定による助言に伴い、消

防団員の報酬、費用弁償等の見直しを行うもの

全会一致可決

(令和4年4月1日)

鹿屋市消防団員等公務災害補償条
例の一部改正について 

消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する

法律の一部改正に伴い、所要の規定の整理を行

うもの

全会一致可決

(令和4年4月1日)

鹿屋市特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正につ
いて

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並

びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関

する基準の一部改正に伴い、所要の規定の整理

を行うもの 

全会一致可決

(公布の日)

鹿屋市国民健康保険税条例の一部
改正について

全世代対応型の社会保障制度を構築するための

健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴

い、所要の規定の整理を行うもの

全会一致可決

(令和4年4月1日)

鹿屋市報酬及び費用弁償条例の一
部改正について

予防接種健康被害調査委員会委員の報酬額の見
直しを行うもの

全会一致可決

(令和4年4月1日)

鹿屋市大隅広域夜間急病センター
条例の一部改正について

大隅広域夜間急病センターの診療科目に外科を
追加するもの

全会一致可決

(令和4年4月1日)

鹿屋市教育支援委員会条例の一部
改正について

教育相談に応対する専門委員を十分に確保する
ため、専門委員の選任について所要の規定の整
備を行うもの

全会一致可決

(令和4年4月1日)

財産（建物）の無償貸付について 
閉校した高尾小学校の校舎等の有効活用を図る
ため、当該財産を継続して無償で貸し付けるも
の

全会一致可決

財産（建物）の無償貸付について 閉校した高須中学校の校舎等の有効活用を図る
ため、当該財産を無償で貸し付けるもの

全会一致可決

市道路線の廃止及び認定について
市道路線を道路法第 10 条第３項の規定により
廃止し、同法第８条第２項の規定により認定す
るもの

全会一致可決

※施行日については掲載可能なものについて掲載しています。
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▽
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
原
口
　
学
　
　

（
同
意
）

▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
大
薗
　
純
広
　
　
（
同
意
）

　
　
櫛
下
　
俊
朗
　
　
（
同
意
）

▽
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
　
田
所
　
由
美
子
　
　（
同
意
）

（
原
案
可
決
と
し
た
も
の
）

▽
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

に
断
固
抗
議
す
る
意
見
書

※
可
決
と
し
た
意
見
書
は
、
国
会

及
び
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま

し
た
。

▽
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
に
断
固
抗
議
し
、
即
時
撤
退

を
求
め
る
決
議

指定管理者の指定議案・採決結果
施　設　名 指定管理者 指定期間 結果

鹿屋市市民交流センター
（福祉プラザ）

社会福祉法人

鹿屋市社会福祉協議会

令和４年４月１日から

令和５年３月31日まで

　　 （１年間）

全

会

一

致

可

決

鹿屋市児童センター 社会福祉法人　敬心会

令和４年４月１日から

令和５年３月31日まで

　　 （１年間）

鹿屋市市民交流センター等
（情報プラザ・健康スポーツプラザ・芸術
文化学習プラザ、ピット 88、かのやイベ
ント広場、まちなかパーク、リナシティ
かのやバス待合所）

株式会社

まちづくり鹿屋

令和４年４月１日から

令和５年３月31日まで

　　 （１年間） 

人
　
事
　
案
　
件

意
見
書
及
び
決
議

 

 ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議し、即時撤退を求める決議

　ウクライナをめぐる情勢については、昨年以来、国境付近におけるロシア軍増強が続く中、わが日

本を含む国際社会が緊張の緩和と打開に向け懸命な外交努力を重ねてきたが、２月24日、ロシア・

プーチン政権はウクライナへの武力攻撃と侵略を開始した。

　今回の行動は、明らかにウクライナの主権を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法の深刻な違反で

あり、国連憲章に反することは明白である。この事態は、法の支配に基づく国際秩序に対する挑戦で

あり、その根幹を揺るがす暴挙である。

　さらに、国際社会の強い自制の求めにもかかわらず、ロシアは侵略行為を続け、首都キエフまで

侵略し、子どもを含む市民への被害が拡大し続けている。このようなロシアの武力による侵略行為

は断じて許されず、非難せざるを得ない。

　また、ロシア・プーチン大統領は核戦力の特別態勢を発動し、あってはならない核の使用さえも

辞さないと示唆している。このことはウクライナだけでなく、全世界の脅威となっていると共に、日

本は唯一の戦争被爆国であり、断じて容認することはできない。

　よって、鹿屋市議会は、ロシアによるウクライナ侵略に強く抗議し、国際社会と共に、ロシアに

対し、ウクライナへの即時攻撃停止と直ちに軍隊の撤退を強く求める。

　以上、決議する。 

令和４年３月23日

鹿児島県鹿屋市議会
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▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
　
遠
矢
　
達
一

（
同
意
）

（
継
続
審
査
と
し
た
も
の
）

▽
東
串
良
選
果
場
新
築
工
事
の
助

成
に
関
す
る
陳
情

　
東
串
良
の
既
存
の
選
果
場
は
老

朽
化
が
進
み
、
選
果
能
力
の
不
足

や
度
重
な
る
故
障
等
に
よ
り
、
部

品
確
保
も
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
選
果
場
を
整
備

し
、
消
費
者
の
求
め
る
商
品
と
選

果
能
力
の
向
上
に
よ
る
計
画
出
荷

を
実
現
す
る
。

▽
大
園
橋
保
存
に
か
か
る
陳
情

　
大
園
橋
の
保
存
に
つ
い
て
、
将

来
を
見
据
え
、
慎
重
な
議
論
を
重

ね
て
ほ
し
い
。

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
に
関

し
、
対
象
児
童
一
人
当
た
り
10
万

円
を
一
括
給
付
す
る
こ
と
な
ど
、

早
急
に
対
応
す
る
た
め
予
算
を
措

置
す
る
も
の

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
給
付
金
及
び
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
金
の
支
給
対
象
世
帯
が
拡

大
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
予

算
計
上
す
る
も
の

（
不
採
択
と
し
た
も
の
）

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
す
る
陳
情

　
５
歳
以
上
の
子
ど
も
へ
の
接
種

券
は
、
一
斉
配
布
で
は
な
く
、
希

望
者
の
み
郵
送
す
る
こ
と
と
し
、

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
の
健
康

被
害
や
死
亡
例
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ

ト
を
、
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
案
内
す
る
こ
と
な
く
、
年
配
の

方
に
も
分
か
り
や
す
く
、
大
き
く

開
示
す
る
こ
と
。

【
主
な
意
見
等
】

・
普
通
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
の
認
識
と
か
け
離
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

・
接
種
は
任
意
で
あ
り
強
制
で
は

な
く
、
個
々
で
選
べ
る
形
に

な
っ
て
い
る
。

・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ

り
、
発
症
時
の
症
状
を
軽
減

す
る
デ
ー
タ
も
出
て
い
る
の
で
、

い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
。

陳
　
　
　
情

補
正
予
算
関
係

人

事

関

係

２
月
臨
時
会

令和３年度鹿屋市一般会計補正予算（第11号及び12号）
（単位：千円）

会　計　名 補 正 額 補正後予算額

一般会計補正予算（第11号） 961,000 58,940,703

一般会計補正予算（第12号） 1,908,900 60,849,603

（２月臨時会の様子）（２月臨時会の様子）
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施
政
方
針
に
つ
い
て

県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

企
業
誘
致
を
進
め
る
た
め
の

戦
略
を
示
さ
れ
た
い
。

　

誘
致
の
対
象
企
業
と
し
て
、

食
品
関
連
産
業
、
物
流
、
電
子
関

連
産
業
を
念
頭
に
置
い
て
お
り
、

全
国
の
企
業
を
対
象
と
し
た
企
業

立
地
意
向
調
査
を
実
施
す
る
ほ
か
、

県
や
企
業
誘
致
サ
ポ
ー
タ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
、
誘
致
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

鹿
屋
市
届
出
避
難
所
制
度
に

基
づ
く
登
録
と
開
設
状
況
及
び
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

２
月
末
現
在
で
、
21
町
内
会

23
施
設
が
登
録
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
、

大
雨
（
土
砂
災
害
）
警
報
が
発
令

さ
れ
た
２
日
間
で
３
施
設
開
設
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
各

町
内
会
の
開
設
や
運
営
状
況
を
見

な
が
ら
、
地
域
で
取
り
組
む
防
災

対
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

雨
水
流
出
抑
制
対
策
の
取
組

状
況
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
示

さ
れ
た
い
。

会
派
構
成
員
議
員

　

若
者
の
定
住
促
進
を
図
る
た

め
、
企
業
立
地
促
進
に
よ
る
雇
用

の
創
出
は
極
め
て
重
要
な
施
策
で

あ
る
が
、
新
た
な
工
業
団
地
の
整

備
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
工

業
用
地
の
整
備
可
能
性
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
県
農
業
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
大
隅
支
場
を
最
適
地
と

し
、
現
在
、
譲
渡
可
能
な
土
地
の

範
囲
や
、
そ
の
時
期
等
に
つ
い
て
、

　

こ
れ
ま
で
、
簡
易
貯
留
施
設

や
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
促
進
の

ほ
か
、
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
等
の
設

置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

肝
属
川
や
５
号
排
水
路
な
ど
の
広

大
な
流
域
と
近
年
の
豪
雨
に
よ
る

出
水
状
況
を
鑑
み
、
必
要
な
取
組

を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

の
実
現
か
ら
１
年
が
経
過
す
る
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
、
今
後
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
か
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
有
効
活
用
す

る
た
め
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
運

営
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る

準
備
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
増
員
し
、
支
援
体

制
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

の
課
題
も
多
い
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
よ
さ
と
こ
れ

ま
で
の
優
れ
た
教
育
実
践
に
基
づ

く
経
験
を
「
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」

さ
せ
て
、
学
習
活
動
の
充
実
を
図

り
、
教
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ

て
参
り
た
い
。

一　般　質　問
　３月定例会では、４会派と２名の議員により市政全般に関する一般質問が行われました。

　紙面の都合により質問・答弁を要約して掲載していますので、詳細な内容については鹿屋

市議会会議録若しくは市議会ホームページをご覧ください。

《代表質問》　※代表質問者（会派名）

・宮島　眞一（政経・未来） ・繁昌　誠吾（会派創生）

・福﨑　和士（会派至誠） ・新保　秀美（政伸クラブ）

《個人質問》

・柴立　豊子　　・児玉美環子

※一般質問の様子は下記アドレスからご覧いただけます。

　https://smart.discussvision.net/smart/tenant/kanoya/WebView/rd/council_1.html

代

表

質

問

政
経
・
未
来代

表
質
問
者

宮
島
　
眞
一

原田　靖

別府込初男田辺　水哉

梶原　正憲 伊野　幸二
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市
政
運
営
に
つ
い
て

鹿
屋
市
観
光
戦
略
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
つ
い
て

会
派
構
成
員
議
員

　

「
未
来
へ
大
き
く
羽
ば
た
く

ま
ち
!!
か
の
や
」
の
実
現
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
政
策
を
実
施
し
て
い

く
か
、
大
隅
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

第
２
次
鹿
屋
市
総
合
計
画
の

実
現
に
向
け
た
今
後
の
戦
略
と
し

て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
推
進
」「
雇
用
と
所
得
に
つ
な
が

る
力
強
い
産
業
を
お
こ
す
ま
ち
づ

く
り
」「
い
き
い
き
と
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
未
来
に
つ
な

が
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

４
つ
の
柱
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
行
財

政
改
革
を
実
施
し
て
き
た
か
。

　
ま
た
、
行
財
政
改
革
推
進
室
の

再
設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

今
後
は
、
行
財
政
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
事
務
事
業
の

見
直
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

政
策
推
進
課
や
財
政
課
が
中
心
と

な
っ
た
全
庁
的
な
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

昨
年
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
と
、
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

昨
年
は
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
う
ち
１
つ
が
目
標
額
を
達
成

で
き
な
か
っ
た
が
、
関
係
人
口
の

拡
大
に
も
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考

え
て
お
り
、
今
後
は
、
意
見
や
反

省
等
も
踏
ま
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
者
の
想
い
に

応
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
対
応
を
示
さ
れ
た
い
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
貴
重
な
財

源
で
あ
り
、
寄
附
者
の
意
向
に

沿
っ
た
事
業
や
第
２
次
総
合
計
画

に
掲
げ
る
重
点
事
業
に
活
用
を
図

り
つ
つ
、
地
域
の
活
性
化
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
事

業
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
「
公

平
性
・
必
要
性
・
効
率
性
」
を
基

本
に
し
て
、
維
持
管
理
費
の
削
減

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

鹿
屋
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
し
、
管
理
に
関
す

る
方
針
を
定
め
て
お
り
、
公
共
施

設
に
か
か
る
財
政
負
担
を
軽
減
し

持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
に
つ
な

が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

湯
遊
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、
料

金
及
び
施
設
の
在
り
方
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

現
在
、
吾
平
地
区
の
町
内
会

長
や
他
団
体
等
と
意
見
交
換
を
行

い
、
見
直
し
の
検
討
作
業
を
行
っ

て
お
り
、
併
せ
て
入
浴
料
の
あ
り

方
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
農
業
政
策
に
つ
い
て

会
派
構
成
員
議
員

　

本
市
の
観
光
を
所
管
す
る
課

は
ど
こ
か
。

　

観
光
を
所
管
す
る
課
は
、
ふ

る
さ
と
Ｐ
Ｒ
課
で
あ
る
が
、
観
光

は
裾
野
の
広
い
分
野
で
あ
り
、
庁

内
で
も
ば
ら
園
や
サ
イ
ク
ル
関
連

の
施
策
、
各
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
多
数
の
関
係
課
と
こ

れ
ま
で
も
連
携
し
て
観
光
振
興
を

行
っ
て
き
て
い
る
。

　

鹿
屋
市
、
一
般
社
団
法
人
鹿

屋
市
観
光
協
会
、
株
式
会
社
お
お

す
み
観
光
未
来
会
議
及
び
か
の
や

イ
ベ
ン
ト
協
議
会
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
は
何
か
。

　

本
市
は
観
光
振
興
の
か
じ
取

り
役
、
鹿
屋
市
観
光
協
会
は
観
光

や
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
と
物
産
の

販
売
促
進
の
ほ
か
、
農
家
民
泊
を

行
う
受
入
家
庭
な
ど
の
連
絡
調
整
、

お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
は
大
隅

４
市
５
町
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
大
隅
全
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

か
の
や
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
は
エ
ア

メ
モ
、
夏
祭
り
の
各
実
行
委
員
会

の
事
務
局
と
し
て
、
企
画
・
運
営

を
担
っ
て
い
る
。

　

本
市
の
観
光
の
柱
と
な
る
も

の
は
何
か
。

　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
、

霧
島
ヶ
丘
公
園
や
か
の
や
ば
ら
園
、

鹿
屋
航
空
基
地
史
料
館
な
ど
の
観

光
施
設
が
あ
り
、
佐
多
岬
や
雄
川

の
滝
な
ど
大
隅
広
域
観
光
の
拠
点

の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、

「
稼
げ
る
観
光
地
域
づ
く
り
」
を

柱
と
し
て
目
指
す
と
と
も
に
、
交

流
人
口
、
関
係
人
口
の
増
加
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
大
隅
全
体
を
一
つ

の
観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
た
広
域

観
光
に
取
り
組
み
、
特
色
あ
る
資

源
を
活
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
周
遊
ル
ー
ト
の
開
発
に
よ
る
着

地
型
観
光
を
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

代

表

質

問

代

表

質

問

会
派
　
創
生

会
派
　
至
誠

代
表
質
問
者

繁
昌
　
誠
吾

代
表
質
問
者

福
㟢
　
和
士

市來　洋志

岡元　浩一

今村　光春

下本地　隆

佐々木茂己
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教
育
行
政
に
つ
い
て

鹿
屋
市
空
家
等
対
策
計
画
に
つ

い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
に
つ
い
て

介
護
保
険
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て

代

表

質

問

政
伸
ク
ラ
ブ代

表
質
問
者

新
保
　
秀
美

松本　辰二

東　秀哉

西薗美恵子

柴立  豊子
議員

（日本共産党）

　

平
和
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
。

　

平
和
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
、
戦
争
や
平
和
に
関
す
る
遺
跡

を
巡
り
学
習
す
る
こ
と
で
、
平
和

な
世
の
中
を
次
の
世
代
へ
引
き
継

ぐ
も
の
で
あ
り
、
特
攻
の
歴
史
を

持
つ
本
市
に
と
っ
て
、
平
和
の
尊

さ
と
命
の
大
切
さ
を
発
信
す
る
こ

と
は
、
本
市
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

修
学
旅
行
と
は
何
か
。

　
ま
た
、
修
学
旅
行
に
お
け
る
平

和
教
育
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
何
か
。

　

修
学
旅
行
は
、
日
常
と
異
な

る
文
化
や
生
活
環
境
に
あ
っ
て
、

見
聞
を
広
め
る
と
と
も
に
、
集
団

活
動
の
中
で
、
互
い
を
思
い
や
り
、

協
力
し
よ
う
と
す
る
心
や
態
度
を

育
む
教
育
活
動
で
あ
る
。

　
修
学
旅
行
時
の
平
和
教
育
で
は
、

県
内
外
に
あ
る
遺
跡
等
を
訪
れ
、

学
び
を
広
げ
、
深
め
る
学
習
の
機

会
と
し
て
お
り
、
平
和
教
育
の
充

実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

関
係
各
課
と
連
携
し
、
価
値
あ
る

戦
争
遺
跡
等
の
効
果
的
な
活
用
に

つ
い
て
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

会
派
構
成
員
議
員

　

管
理
不
全
な
空
家
に
対
し
て
、

固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
の
特
例

除
外
を
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
住
宅
用
地
特
例
除
外
に
つ
い

て
、
本
市
で
は
３
件
行
っ
て
い
る

が
、
制
度
を
導
入
し
た
場
合
、
空

家
所
有
者
の
税
負
担
が
大
き
く
な

る
こ
と
や
建
物
の
判
断
基
準
の
作

成
等
が
必
要
で
あ
り
、
先
進
的
事

例
や
効
果
な
ど
の
情
報
収
集
に
努

め
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

第
２
次
鹿
屋
市
空
家
等
対
策

計
画
の
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。

　

教
科
担
任
制
の
周
知
と
導
入

準
備
は
万
全
か
。

　

現
在
、
本
市
の
小
学
校
23
校

の
う
ち
８
割
程
度
が
教
科
担
任
制

を
導
入
す
る
予
定
で
あ
り
、
新
年

度
ス
タ
ー
ト
の
運
用
に
向
け
た
準

備
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
科
担
任
制
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
認
識
し
て
い
る
か
。

　

教
員
が
得
意
教
科
を
担
当
す

る
こ
と
で
、
授
業
の
質
が
向
上
し
、

児
童
の
学
力
向
上
等
が
期
待
で
き

る
、
な
ど
の
一
方
、
教
員
の
指
導

力
低
下
、
教
員
の
育
成
や
人
事
配

置
等
が
難
し
く
な
る
こ
と
な
ど
の

課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
鹿
屋
の

飲
食
店
を
応
援
し
よ
う
！
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
家
庭
ご
み

の
増
大
に
つ
い
て

・
周
産
期
医
療
体
制
の
構
築
に
つ

い
て

・
児
童
・
生
徒
の
体
力
維
持
向
上

に
つ
い
て

　

空
き
家
数
に
つ
い
て
は
、
昨

年
６
月
の
調
査
で
約
３
千
３
百
件

確
認
さ
れ
、
５
年
前
に
比
べ
約
１

千
件
増
加
し
て
お
り
、
第
２
次
空

家
等
対
策
計
画
に
示
さ
れ
た
基
本

方
針
に
基
づ
き
適
切
な
空
き
家
対

策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
市
民
へ
の
今
後
の
経
済
的
支

援
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　

市
民
生
活
の
実
態
に
つ
い
て

情
報
収
集
し
な
が
ら
、
必
要
と
す

る
全
て
の
方
々
に
行
き
届
く
よ
う
、

プ
ッ
シ
ュ
型
に
よ
る
支
援
や
給
付

制
度
を
連
動
さ
せ
た
支
援
な
ど
、

効
果
的
な
生
活
支
援
が
継
続
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

商
工
業
者
等
を
は
じ
め
、
各

事
業
者
へ
の
支
援
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

　

国
・
県
の
支
援
が
十
分
に
行

き
届
い
て
い
な
い
業
種
な
ど
に
留

意
し
、
第
６
波
に
よ
り
打
撃
を
受

け
た
商
工
業
者
を
支
援
す
る
市
独

自
の
事
業
を
早
期
に
構
築
し
た
い
。

　

年
金
が
１
２
０
万
円
以
上
の

施
設
入
所
者
で
、
食
費
が
１
,

３

６
０
円
に
上
昇
す
る
人
は
何
人
か
。

　

国
は
在
宅
で
暮
ら
す
方
と
の

公
平
性
や
負
担
能
力
に
応
じ
た
負

担
を
図
る
観
点
か
ら
、
食
費
の
負

担
限
度
額
を
改
定
す
る
制
度
改
正

を
行
い
、
令
和
３
年
10
月
時
点
で

２
５
７
人
の
方
が
１
日
の
食
費
負

担
限
度
額
１
,

３
６
０
円
の
段
階

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

障
が
い
者
控
除
対
象
者
全
員

に
認
定
証
を
発
行
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　

７
月
の
保
険
料
当
初
賦
課
の

時
期
に
、
課
税
状
況
を
確
認
し
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
へ
の
申

請
案
内
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
方
が
本
制
度
を
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
。
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男
女
共
同
参
画
つ
い
て

所
信
表
明
に
つ
い
て

児玉美環子
議員

（公明党）

　

各
種
審
議
会
で
の
女
性
の
比

率
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　

審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委

員
の
登
用
率
は
、
令
和
３
年
３
月

31
日
現
在
で
29
・
２
％
と
な
っ
て

お
り
、
令
和
10
年
度
ま
で
に
35
％

と
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。　「

生
理
の
貧
困
」
に
対
し
、

県
で
は
来
年
度
予
算
化
さ
れ
た
が
、

本
市
の
取
組
は
ど
う
か
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
福
祉
や

子
育
て
の
相
談
部
門
に
お
い
て
、

求
め
に
応
じ
て
相
談
者
に
提
供
す

る
取
組
や
、
小
中
学
校
に
お
い
て
、

生
理
用
品
を
保
健
室
に
常
時
準
備

し
、
児
童
生
徒
が
利
用
で
き
る
取

組
を
行
っ
て
い
る
。

　
生
理
用
品
に
つ
い
て
は
、
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鹿
屋
等
の
団
体

か
ら
寄
付
も
い
た
だ
き
、
小
中
学

校
に
お
い
て
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
予
算
化
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ

や
運
用
上
の
課
題
等
を
把
握
す
る

た
め
庁
舎
内
ト
イ
レ
で
の
生
理
用

品
の
設
置
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

健
康
診
査
や
が
ん
検
診
等
の

受
診
を
促
進
す
る
取
組
は
考
え
ら

れ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
が
ん
療
養
中
の
人
が
快

適
に
暮
ら
せ
る
支
援
は
考
え
ら
れ

て
い
る
か
。

　

受
診
促
進
の
取
組
と
し
て
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
受

診
勧
奨
や
か
の
や
ラ
イ
フ
を
活
用

し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
周
知
や
受
診

呼
び
か
け
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
が
ん
療
養
中
の
方
へ
は
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
に
も
対
応
し
て

お
り
、
心
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
支

援
に
努
め
て
い
る
。

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
男
女
共

同
参
画
の
視
点
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

各
課
の
取
組
の
実
施
に
あ
た

り
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
配

慮
し
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
、「
第

２
次
鹿
屋
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
に
基
づ
い
た
実
施
計
画
の

事
業
に
つ
い
て
、
毎
年
評
価
や
検

証
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
市
職

員
の
研
修
等
を
毎
年
行
う
こ
と
に

よ
り
、
職
員
一
人
一
人
の
意
識
の

醸
成
も
図
っ
て
い
る
。

　
家
族
の
あ
り
方
や
人
生
観
等
多

様
化
・
複
雑
化
し
て
お
り
、
男
女

共
同
参
画
の
視
点
を
踏
ま
え
、
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ

い
て
、
進
捗
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
そ
の
導
入
に
お
い
て

リ
ー
ス
手
法
を
用
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

令
和
２
年
度
ま
で
に
本
庁
舎

等
の
蛍
光
灯
の
う
ち
約
80
％
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
取
り
替
え
て
お
り
、
一
部

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
小

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
大

規
模
改
造
に
併
せ
て
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
リ
ー
ス
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

財
政
負
担
の
平
準
化
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
一
方
で
、
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
が
高
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
先
進
事
例
等

を
参
考
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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◆
総
務
委
員
会

▽
財
産
（
建
物
）
の
無
償
貸
付
に

つ
い
て
（
旧
高
尾
小
学
校

：

鹿

屋
市
輝
北
町
市
成
４
０
５
８
番

地
１
）

　

当
該
施
設
の
老
朽
化
に
対
す

る
対
応
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
。

　

　

こ
れ
ま
で
も
必
要
に
応
じ

て
、
リ
ス
ク
分
担
に
よ
り
、
修
繕

等
の
対
応
を
し
て
お
り
、
今
後
に

つ
い
て
も
、
行
政
が
行
う
べ
き
事

項
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
く
。

▽
財
産
（
建
物
）
の
無
償
貸
付
に

つ
い
て
（
旧
高
須
中
学
校

：

鹿

屋
市
高
須
町
１
２
５
０
番
地
）

　

当
該
施
設
の
耐
震
性
は
問
題

な
い
か
。

　

　

貸
し
付
け
る
建
物
は
新
耐
震

基
準
で
建
築
さ
れ
て
お
り
構
造
等

に
問
題
は
な
い
。

◆
市
民
環
境
委
員
会

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

　

有
収
率
等
を
考
え
る
と
、
漏

水
調
査
は
重
要
な
調
査
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
今
年
度
は
ど
こ
を
調

査
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
市
民
か
ら
の
漏
水
通
報

へ
の
対
応
状
況
は
ど
の
程
度
か
。

　

　

漏
水
の
多
い
区
域
や
漏
水
リ

ス
ク
の
高
い
地
区
を
調
査
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
年
度
は
主
に

串
良
地
区
を
調
査
し
て
い
く
。

　
市
民
か
ら
の
通
報
に
つ
い
て

は
、
24
時
間
体
制
で
、
維
持
管
理

セ
ン
タ
ー
が
即
時
対
応
し
て
お

り
、
件
数
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
に
お
い
て
は
１
，
４
８
３
件

で
、
水
量
は
推
定
２
万
４
千
ト
ン

と
な
っ
て
い
る
。

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
下
水
道
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が

多
い
が
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
な
ど
は
な

い
の
か
。

　

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
な
い
が
、
基

準
外
の
繰
入
金
を
減
ら
す
た
め
、

接
続
率
を
上
げ
た
り
、
使
用
料
の

改
定
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

▽
鹿
屋
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
行
方
不
明
者
の
捜
索
時
、
私

用
車
を
使
用
し
た
団
員
へ
の
費
用

弁
償
の
上
乗
せ
に
つ
い
て
は
、
条

文
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

　

要
領
等
を
整
理
す
る
予
定
で

あ
り
、
特
に
問
題
は
な
い
と
考
え

る
。

▽
鹿
屋
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　

現
在
、
消
防
団
遺
族
補
償
年

金
の
受
給
者
は
い
る
の
か
。

　

　

過
去
に
１
名
受
給
者
が
い
た

が
、
現
在
は
い
な
い
。

◆
産
業
建
設
委
員
会

▽
鹿
屋
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
等

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て　

今
後
の
施
設
機
能
や
管
理
運

営
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

　

施
設
機
能
に
つ
い
て
は
、
飲

食
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
や
Wi-

Fi
エ

リ
ア
の
拡
大
、
ネ
ッ
ト
予
約
の
導

入
な
ど
を
考
え
て
お
り
、
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
休
館
日
の
設
定

及
び
開
館
時
間
の
変
更
な
ど
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

▽
市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に

つ
い
て

　

市
道
の
接
続
部
分
に
お
い

て
、
一
時
停
止
な
ど
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
要
望
等
は

届
い
て
い
な
い
か
。

　

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
特
に
要
望

等
は
届
い
て
い
な
い
が
、
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
車
両
の

通
行
状
況
等
を
確
認
の
う
え
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

◆
文
教
福
祉
委
員
会

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
か
ら
す
る
と
約

１
億
円
予
算
額
が
増
え
て
い
る

が
、
次
年
度
以
降
も
増
え
る
見
込

み
な
の
か
。

　

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増

加
見
込
み
等
に
伴
い
サ
ー
ビ
ス
費

が
増
え
て
お
り
、
第
１
号
被
保
険

者
も
増
え
て
い
る
の
で
、
年
々
増

加
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

▽
鹿
屋
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

医
師
会
代
表
者
と
専
門
医
師

の
報
酬
費
額
単
価
５
千
円
の
差
額

は
何
か
。

　

　

医
師
会
は
地
元
医
師
だ
が
、

専
門
医
師
は
鹿
児
島
市
内
等
遠
方

か
ら
来
る
た
め
、
時
間
拘
束
が
長

く
な
る
た
め
の
差
で
あ
る
。

各
常
任
委
員
会
審
査
報
告
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▽
鹿
屋
市
大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

外
科
の
追
加
に
伴
い
、
医
療

器
具
等
や
設
備
を
整
え
る
必
要
は

な
い
の
か
。

　

　

医
師
会
に
は
、
現
在
の
器
具

等
で
足
り
る
と
の
確
認
が
な
さ
れ

て
お
り
、
治
療
に
必
要
な
医
薬
品

や
包
帯
等
は
準
備
が
必
要
な
た
め

そ
の
分
は
予
算
計
上
し
て
あ
る
。

◆
予
算
委
員
会

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

　

広
報
か
の
や
の
印
刷
製
本
費

削
減
と
配
布
に
係
る
町
内
会
長
等

の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
、
広
報
誌

の
発
行
を
、
現
在
の
月
２
回
か
ら

月
１
回
に
変
更
は
で
き
な
い
か
。

　

　

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
活
用

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
月

２
回
が
良
い
と
の
回
答
を
受
け
、

現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
保
育
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
新
規
事
業
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　
　

昨
年
９
月
に
医
療
的
ケ
ア
児

に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
ま
た
保
護
者
か
ら
の

要
望
等
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
受

入
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
、
当
初
予
算
で
の
計
上
を

行
っ
た
。

　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜
産
環
境

整
備
事
業
に
お
け
る
６
施
設
の
内

訳
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、

１
戸
が
施
設
整
備
、
１
戸
が
施
設

用
地
造
成
、
４
戸
が
来
年
度
実
施

に
向
け
た
測
量
試
験
等
を
前
倒
し

で
行
う
。

　

道
路
維
持
に
つ
い
て
、
通
学

路
に
お
け
る
安
全
対
策
は
、
早
急

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
事

業
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

　
　

通
学
路
は
、
毎
年
合
同
点
検

を
実
施
し
、
危
険
箇
所
の
把
握
や

改
善
を
図
っ
て
お
り
、
今
年
は
、

横
断
歩
道
の
カ
ラ
ー
化
、
中
央
線
、

外
側
線
の
設
置
等
に
つ
い
て
も
集

中
的
に
行
う
予
定
で
、
引
き
続
き
、

交
通
安
全
対
策
に
努
め
て
い
く
。

　

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
校
務
に
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

　

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
り
、
児
童
生
徒
名

簿
、
指
導
要
録
、
成
績
の
集
計
な

ど
を
一
括
し
て
管
理
・
活
用
で
き
、

こ
れ
ま
で
手
書
き
管
理
と
し
て
い

た
教
員
の
業
務
の
効
率
化
に
大
き

く
役
立
っ
て
い
る
。



編集後記 令和４年６月定例会会期日程（案）

議会報委員会

※　令和４年６月定例会は、６月10日（金）から６月29日

（水）までの20日間の会期で開催予定です。

　詳細な日程等については、議会事務局までお問い合わせ

ください。

※　市役所の本庁舎４階 議会傍聴席にて傍聴できます。

※　傍聴の際は、留意事項をお守りいただきます。

（新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク着用

や手指の消毒などの留意事項を必ず遵守してください。

上記案内のとおり、本会議はライブ中継を行っており

ますので、是非ご活用ください。）

　新年度を迎え、新入学や新入社など、
新しい環境で生活を始めた方も多いと思
います。
　また、新型コロナウイルス感染症の影
響で、生活環境が一変した方も多くい
らっしゃることと思います。
　生活環境が変わることは、さまざまな
苦労を伴うものです。春の芽吹きと共に、
一日も早く穏やかな日が訪れる事をお祈
りいたします。
　さて、現在の議会報委員での編集も最
後となります。次号からは新たなメン
バーでの「市議会だより」の発行になり
ます。市民の皆様には、引き続きご愛読
いただきますように、よろしくお願い申
し上げます。
　ありがとうございました。
（議会報委員会委員長　中馬　美樹郎）

◎中馬　美樹郎　　　○佐々木　茂己
 ・東　　秀哉　　　　・近藤　善光
 ・梶原　正憲　　　　・下本地　隆

◎は委員長　○は副委員長
【問い合わせ先】
　TEL：0994-31-1143（議会事務局内）

月 火 水 木 金

6/6 ７ ８ ９ 10
本会議

13 14 15 16 17

20
本会議
(一般質問)

21
本会議
(一般質問)

22
本会議
(一般質問)

23
総務市民環境委員会
産業建設委員会
文教福祉委員会

24
予算委員会

27
予備日

28
予備日

29
本会議

30 7/1

令和 4年４月 28日 市 議 会 だ よ り 65号

16

　議会だよりは、議会内容を要約して
掲載しています。詳細については、会
議録を閲覧ください。
　よりよい誌面づくりのために皆様の
ご意見・ご感想等を議会報委員会（議
会事務局内）までお寄せください。

　鹿屋市議会では、議会中継を市議会
のホームページからライブで視聴でき
ます。
　ライブ中継以外に、録画中継もあり
ますので、ご覧になりたい定例会を選
んでご視聴ください。
※視聴できる定例会は平成28年以降の
議会中継になります。

議会中継のＵＲＬ
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/kanoya/WebView/rd/council_1.html

インターネットで議会中継を視聴できます


